






が得られるが，ここからmicrostructure of real-time decisionを明らかにする能力があるともいう。
椎名も PC上での Likert型評定判断におけるカーソルの移動軌跡を測定し，回答者の心的状態を
推測する試みを行った（Shiina, 2011; 椎名，2012; Shiina, 2014）。この研究は「測定装置としての評
定尺度」の基本的性質を明らかにするのが目的であった。
ところでカーソルによるポインティングはもう時代遅れではないかという懸念があるかもしれ




























（Baccino, 1994; Baccino & Kennedy, 1995）。その後 Spivey, Daleらの認知心理学研究グループが本
格的にカーソル軌跡を利用した研究を行った（Spivey, Grosjean, & Knoblich, 2005; Spivey & Dale, 
2006）。わずかに遅れて Freeman, Ambadyらの社会心理学研究グループが続き（Freeman, Ambady, 
Rule, & Johnson, 2008; Freeman, Pauker, Apfelbaum, & Ambady, 2010），その後両グループの共同論
文も出版された（Freeman, Dale, & Farmer, 2011）。Freeman（2018）は，カーソルの軌跡を測定す
る新しい研究法が普及してきたのはこの 10年ほどの間であるという。特に，カーソル軌跡の記録
が可能なフリーソフトウェアが利用できるようになったので（Freeman & Ambady, 2010; Hehman, 
Stolier, & Freeman, 2015; Kieslich & Henninger, 2017），RTを含めた軌跡データを容易に収集でき
るようになってきたという。確かに Freemanの提供したMouse Trackerソフトウェアには 100程
度の使用実績があり（http://www.mousetracker.org/），その内容も多岐に渡っている。ただし，ど
















き研究も含まれる。心理学系研究でも HCI系研究でも Fittsの法則（Fitts, 1954; MacKenzie, 1992）




られる（Jagacinski, Repperger, Moran, Ward, & Glass, 1980）。そもそも，目標到達運動研究の嚆矢
であるWoodworth（1899）において，到達運動は initial impulse phase と current control phaseに
分解されうるものとされている（Elliott, Helsen, & Chua, 2001）。到達運動のパフォーマンスは，
軌跡全体や submovementに対して定義された様々な指標を用いて調べられる。例えば，Walker, 
Meyer, & Smelcer（1993）は，継続時間，平均速度，および最初の submovementの移動距離の総
移動距離に対する比率を調べた。MacKenzie, Kauppinen, & Silfverberg（2001）では，7つの新し






ば年齢や障害度を分離しようという研究もある。例えば，Walker, Philbin, & Fisk（1997）は老人と
若者の運動特性の差を調べているし，Hwang, Keates, Langdon, & Clarkson（2005）は身障者の特
性を調べようとしている。また Chen, Hoffmann, & Goonetilleke（2015）では，Fittsの法則から予
想される課題の難易度（（1）式の（2D）/Wの部分）が軌跡の submovement数を増加させ，その
結果反応時間を増加させるという結果を得ている。同様の結果はWalker, Meyer, & Smelcer（1993）









かろう（Song & Nakayama, 2009; Wolpert & Landy, 2012; Gallivan, Chapman, Wolpert, & Flanagan, 











入れ統合しようとする方向性が見られる。きっかけは Todorov & Jordan（2002）による最適フィー





ろう（Song & Nakayama, 2009; Freeman, Dale, & Farmer, 2011; Freeman, 2018; Gallivan, Chapman, 
Wolpert, & Flanagan, 2018）。最近では，運動行動を，感覚，動作および課題の不確実性下で，運動



















Table 1　Summary of 16 Tasks
 　      Items N
0）†Benchmark  5  140
1）Self esteem（Rosenberg） 10  140
2）Maximization（Schwartz）  8  140
3）Regret（Schwartz）  8  140
4）Big 5 Extraversion  5  140
5）Big 5 Neuroticism  5  140
6）Big 5 Conscientiousness  5  140
7）Big 5 Agreeableness   5  140
8）Big 5 Openness to Experience   5  140
9）Indeterminacy     15  140
10）Social desirability（Marlowe-Crowne） 10  140
11）Life style（e.g., We can be happy without money）  5  185
12）Opinion（e.g., Japan has rather a bright future）   5  185
13）†Addition and subtraction（e.g., 3-2＋1, 1＋3-2.） 30   70
14）† Division（e.g., 17/13.） 10  173
15）Geography（France is larger than Japan in land area）   5  185
Note. † “1-2-3-4-5” Category label was used.

































































の自己評定」や「社会的態度」といった主観的判断課題では，逆 U字型や逆 J字型 RT効果が生起
する。すなわち，反応時間は 3が 1より長く，5は 1や 3より短い傾向がある。逆 U字型効果は
様々な文脈で観察されている（Kuiper, 1981; Akrami, Hedlund, & Ekehammar, 2007; Brown, Marley, 












































































ストローク数が 1, 2, 3, 4, 5であった場合の比率が，0.20, 0.34, 0.30, 0.13, 0.02であることを示し，
またストローク数が 1であった場合に選ばれたカテゴリーの比率が，カテゴリー 1, 2, 3, 4, 5の順に

















































ク数は 1から 4までのものがほとんどであった。平均反応時間をストローク数と CVで予測する重
回帰式は
平均反応時間＝ －.021×ストローク数 1の頻度 
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